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2025 年に予定されている建築基準法の改正
は、環境への配慮や建物の安全性への配慮を背
景として実施される。木造建築に関連が深い内
容としては、４号特例の縮小、仕様規定「壁量
基準」「柱の小径基準」の見直し、許容応力度
計算を必要とする建築規模（500㎡超→ 300㎡
超）の引き下げの３項目となっている。今回の
法改正によって構造計算や図面の整合性、申請
書類の作成など、構造関連の業務に大きな負担
が生じることとなる。

こうした状況を踏まえ、木造プレカット
CAD/CAM システム大手のネットイーグル
㈱（福岡県福岡市、祖父江久好社長）では、同
社の木造プレカット CAD と連動して動く構
造計算システム「NSC シリーズ」を法改正版
に刷新し、10 月からリリースを開始していく。

ソフトの機能拡張で改正建築基準法に対応

同社では、完全自社開発の構造計算エンジ
ン（許容応力度計算ルート１）を組み込ん
だ、非住宅プレカット CAD「XF15」で動く

NSCシリーズが建築基準法改正に対応

構造計算システム「NSCシリーズ」を刷新 ネットイーグル㈱

木構造
最前線

構造計算システム「NSC15」、木造プレカッ
ト CAD「Xstar」で動く構造計算システム

「NSC-Xstar」を、既にリリースしているが、
10 月に発売される Xstar 向けの壁量計算ソ
フト「NSC 壁量・偏心率・N 値計算 / NSC 性
能評価計算 / NSC 鉛直荷重計算」にも同一の
エンジンを組み込んで、新たなオプションシス
テムとしてリリースする。

今回の法改正「壁量基準」については、住木
センターの表計算ツール（多機能版）を活用し、
床面積に乗ずる値を算出して必要壁量を算出す
る。入力は太陽光パネルの重量など、プレカッ
トに拘わらない部分は初期設定が必要だが、プ
レカットに拘わる設計情報は、CAD データか
ら自動入力されるため、合理的に計算できるよ
うになっている。また新たに参入が認められた

「垂れ壁、腰壁等」の準耐力壁も、CAD が自
動で判断して計算する。

「柱の小径基準」については、表計算ツール
で柱の小径別に「柱の負担可能な床面積」を算
出して求める。CAD で入力した樹種や材寸か
ら面積を算出するため、平柱など任意の材寸で

図１　柱の小径の計算で「NSC壁量・偏心率・N値計算」から出力された柱が負担する面積

１階柱負担面積図 ２階柱負担面積図
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判断できる。柱が負担する面積（図１）が、負
担可能な床面積より大きい場合は、柱の本数を
追加したり、柱の断面を大きくすることで対応
する。

図２　基礎CAD（土台と基礎配筋の3Dパース）
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同社の NSC シリーズは、基礎計算と一体化
した構造計算ができることが大きな特長となっ
ている。もともと同社では「基礎まで含めて
構造体」との考えから、プレカット CAD（軸
組、2×4）と連動する基礎 CAD を最初から
商品化しており、約 30 年前にリリースされた
最初期のプレカット CAD「Xstar」には基礎
CAD と連携する機能が実装されていた。

プレカット CAD と連動する同社の基礎
CAD は、基礎の計算に加え、基礎の設計がで
きる機能（基礎伏図、基礎断面図、基礎積算、

基礎計算と一体化した
構造計算を最初から実現

配筋3Dパース）を備えている。長年のバージョ
ンアップで CAD 機能が格段に向上しており、
土台と基礎の同時表示や、半透明モードで基礎
配筋を忠実に 3D パース表示させることができ
る（図2）。

今年のバージョンアップでは、アンカー寸法
の機能拡張（アンカー寸法の配置時に寸法の足
部分に累積寸法を表示）他図面コピーへの対応

（選択した物件の必要な要素をコピー）基礎伏
図の領域指定印刷への対応（指定した領域のみ
印刷）基礎入力マスタの配筋設定拡張（配筋詳
細マスタ切替ボタンを追加し、配筋位置や幅オ
フセット、縦筋の鉄筋形状など配筋情報を詳細
に設定）など 16 項目を改良した。

同社では構造計算システム「NSC シリーズ」
のシステム更新も予定している。住木センター

新グレー本に対応したCADをリリース
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からは、「木造軸組工法・中大規模木造建築物
の構造設計の手引き」（以下、中大規模グレー本）
が今年（2024 年）10 月に、「木造軸組工法住
宅の許容応力度設計（改訂版）」（以下、新グレー
本）が来年（2025 年）の８月～ 10 月に発刊さ
れると聞いている。同社ではこれらの改定にタ
イムリーに対応リリースできるようシステム更
新を図っていく計画である。

NSC シリーズはプレカット CAD と連動し
ているため、CAD 画面上で構造計算モードに
切り替えることにより構造計算チェックを行
い、住木センターのグレー本に準拠した構造計
算を自動で行うことができる。構造計算システ
ムとプレカット CAD の双方で部材データが齟
齬なく紐づいているため、再入力の負担（ムダ）
を無くし、構造計算結果・構造図・プレカット
加工内容を完全に一致させることができる。ま
た、画面上のチェック機能で計算結果が確認で
きるほか、修正作業も容易に対応できるため、
設計の初期段階から XF15 を使用すれば、構
造計算からプレカットまで全て CAD 内で完結
させることができ、作業を大幅に効率化するこ
とができる。

NSC シリーズは完全自社開発の構造計算エ
ンジンとなっているため、法改正やユーザーか

同社では今年７月にリリースした「IFC デー
タ出力システム」の付加機能として、IFC デー
タの閲覧用アプリ「IFC ビュワー」を新たに
開発した。このアプリは BIM の標準フォー
マットである IFC データの二次利用を目的と
したもので、ios 端末と Android 端末に対応
する。

IFC データ出力システムで発行された QR 
コードを読み込むことでサーバーにアップされ
たデータにアクセスし、3D モデルを拡大・縮
小させたり、回転させたり自在に動かしながら
閲覧することができる（図3）。

同社では 2026 年に「BIM による PDF 図面
審査」、2029 年に「BIM データ審査」が開始
することを見据え、機能の開発を進めていくこ
ととしている。

IFCデータをスマホ端末で閲覧可能に

図３　IFCデータ閲覧用スマホアプリ「IFCビュワー」
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らの要望に対しても自社の裁量でタイムリーに
対応（バージョンアップ）できることが強みと
なっている。今回も「中大規模グレー本」や「新
グレー本」の発刊に合わせてタイムリーに開発
を行い、かつ住木センターの木造建築物電算プ
ログラム認定を取得する計画で進んでいる。


